
接地抵抗観測結果について

~~ 村正 蕗

On the Result of Observation of the Earthing-R~istance 

by Masatoshi KITAMURA 

Abstract : ...... Under the ordinary conditions gradual changes in the contact-r田 istance
between electrodes and adjacent戸市 ofthe田 il,in which they are set, can be expected 
corresponding to s伺 sonalvariations in moisture and temperature. Actually many observa-
tions show that variations of earthing・resistance are chiefly due to two elements, namely, 
rapid change in moisture・content oc.urring during or after heavy r.ainfall個 dvariation of 
the temperature in the ground near the surface. 
By the method of Kohlrausch-br1dge we made more systematic and long continued obser-

vations of the earthing-resistance every month in the interval from 1947 to 1950. Tlie 
main詑 sultshows that it decreases as the earth・拘置1perature泊er，伺S弱， oras the amount 
of precipitation increases more than about 200 mm. 

So it follows that the seasonal variation of the earthing-resistance can be considered 
chiefly as a result of change in the concentration, consequently conductivity, of the solu・ 
tion surrounding the electrodes due to the earth-temperョtureor impinged water. 

§ 1. 緒宮

地電流観測に際して入って来る誤差の原因の一つは， 地銀と土雛聞の接縄抵抗に影響されると

とはっとに指摘されているととるでる.!J, 地銀と土壌との接鍋商が増すにつれて， 叉，地湿の上

昇，土壌合水量の増加に伴って接地抵抗は減少し， とれらの各要紫の減少によって抵抗の増大す

るとと等，若干の観測結果と共に W.J. ROONEY,* K. L. SHERMAN”及び能登氏制等によっ

て報告されている．

柿岡地磁気i観測所に沿いては，地電位差常統観測用各基線について，毎月一回乃至護士回， その

外に降水モの他の特殊変化のあった場合等臨時接地抵抗を測定しているが， ζの結果も大体上越

の傾向を示しているととが明かにされた．ζLに用いたのは 1948年以降3年間の資料で， それ

により接地抵抗の年変化と地中温度及び降水量との関係について， 1～2の結果を報告するとと L

する．克も常時は長基線（基線長lkm前後）．短基線（制l成 100隅）について夫々東西・南北成分

の4鋭農と，真に楠助観測用一基線と合わせて計 5基線について常統的観測を行っているが，地

後） W. J. ROONEY and K. L. SHERMAN; Earth-current measur&ments at the College-Fairbanks 
polar-year. station, Terr. Magn. Vol. 39~ No. S. p. 187-1悌.(Sept. 1934) 

酬） 飽差是久； t也fit涜測定用地銀と土地＠鋳締抵抗と湾総やぬに於け．る地電波測定限側，気象S長官事，第二斡，t際
十二谷1露関号， p.1均一190c唱和9＆ド4月）
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銀の故障，．栢底或いは取り換え， 修理等のために凡ての地銀について年変化を論やるには困態た

股旗にあるので，ととでは主として長選線東西と，甫北の一部及び短基線の東西，南北の4基線

について取P扱ってみるとと Lした．（備，注意すべきととは，と Lに挙げた測定値は各単一極の

抵抗他では怒し各基線に会ける両極の接地抵抗の和を示しているととである．）

§ 2. 観現蟻置

地電位差測定用地銀は長基線は東西，南北共銅根（約50×叩 cm，厚さ約 1mm.) 2；枚を以て

し，モの周囲に粉砕せる木演を充填したものを一つの極（所踊．複極法）とし，何れも深さ約 2.5.皿

の結土質土櫨中に埋設してある．短基線は何れも接地用炭素棒（径約5、cm，長さ 25cm）による

極極法を以てし，観測所占り西南方約車協mの丘陵地にて約 lmの深さに埋設してあるが，花

筒岩の風化した粗教の多い土壇であるととが，長基線の場合と輔々股況を異にしている．－但じ短

基線の東極のみは地電位差絶対値の調節のために，最初は上越の炭素棒3本とし，途中 1筋O年

2月より 2本とした．尚，§ 3 (b）で採用した観測所棉内の楠助用東西基繰拡前述短基線の場合

と同じく捜索棒による複極法とし，深さ約 0.8mと註づている．

以下便宜のために用いる各基線の符号及びその地銀の大体の深さを表示すれば，~の逼Pでるる．

符号

王軍基義東西 E且・5

// 南北

短務総東西 島・E

II 南北 No・1

構内補助基富良 eo・1

Fi~ f (a) 

巴 p

x-Rx号

然主 l 地銀材料
使用し？と器械は polarization

一一
2・5ml銅板（50xSOcm)

2・smI II 

1.om I締鯵（径5cm，長さお叫

effectを避けて液体の抵抗を測

るために広〈用いられている

Kohlrausch・Bridgeで.1以）（）

サイグJレ，電源の最小管の時の

抵抗値を醗みとる方式のもの

II 

o.sm I ” 

D 

D 

FiチI(bJ 

?t 

~ ： 1J.,ゐm抑 i,1L.必~ι
B:B叫必＆

D： 弘ふみ~－
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であP，その接置を Fig1. (a) （原理図）及び（b) （構遁図） に示す． 器械は横河電機株式会

批製で，実際の観測に際しでは．直接地銀よPの噂線を (b）図の Xに連結する．

とれ陀よる観測値それ自身の中には勿論埋設した地銀や噂線， 回路或いは大地の抵抗等も入る

訳でるるが，それらの抵抗位及びその温度変化は接地抵抗のそれに比して殆んど無親される程度

であ払その観測値の大部分が接地抵抗乃至は地銀のどく近傍にゐける土地の部分の抵抗である

と考えられる． 従ってそC観測値は大体その接地抵抗を意味すでるものと解縛して盤支~い． 以下

それらの観測結果について越ぺる．

§ 8. 観測結果

Fig. 2 .. (a）に各袋線。測定結果を図示する.No・78 は 1倒8 年~月以降屡々電極を修理虜

い・は取り換えたりして，その観測結果から季節変化を踊歩・るには溜当で'l'.I.いので， 最初の一年間

のみの値を採用した.Eo・1の 19切年 2月に会ける値の耳沼郡たのは， 地電位差絶対値の調節

のため，東極とした接地用決紫棒3本の中正本を切り離しで2本としたためである．

Fig 2. (a）を見るに， .E1・5 を除けば何れも単胸注季節変化を示し， その極犬及び極小は夫々

大体モC慢さに相当す冶地中温度の極小及。t>極えに対応し， つとに指摘されている結果と一致す

る．即ち地中温度の低い容からll.にかけて接地抵抗は犬きく，叉地中温度の高い秋から各にかけ

て抵抗値が小さく怠るとい・う傾向をはっき P表bLている．観測所内l'C~ける地下 lm, 2m,3m 

の地中温度の観測値を Fig:2. (b）に示．す．

ヨたに降水の場合，の菱化は§3 .. (b）む項削こ沿いで後越するが，大体の傾向とbて少量の降水に対

しては殆んど変化を見ないが，一定量 ｛大体200血 m.）を超えると急：激陀減少し， 降雨の止んだ

後再びJ：拝して回複する傾向にある．図中（Fig.2 (a））×印にて表せるものは，接地抵抗観測前

24時間以内l'C1.0.mm以上の降水のあった日の値を示す．

Fig. 2 (a）に沿いて E1.sの季節密化憶は明かにーニつの極大及び極小が表れているととが，他

の基鎮のそれと著しく異っている．即ち第一の極犬は他の基織のそれと同様ι 地中温度の極小

に対応じているが， 7 月乃至9月に沿いて掻小を示し， 9 月）~至江月頃第二の極大を示し，（但し

との第二の極大は第一の極ったより小怠い.） 12月から 1月Fにかけてヨえの極小を示している．とれは

秋から各にかけて他の基線のそれと同様に極小を示すべきととろ．夏よP秋にかけての雨量の最

多期に会いて，地下水の上鼻に伴う地中温度の局地的変化によるのでは泣いかとも考えられるがp

他の基棋に全然同様の変化が見られ注いととからして，他にもっと特別注原因がある様にも思ゐ

れる． とれに対する解決は更に今後の調査にまちたいと思う．

a) 接地抵抗と地中温度との関係

Fig. 2 (a）陀示した結果の中， Ei・5と，.Eo・1の 19印 年 2月以降の備を除いて，接地抵抗 （R)

と大体その深さに相当する地中温度（のとの関係を示したものが Fig.3 (a). (b）及び（c）でる
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Z農地抵抗観測給処について
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る．何れも接地抵抗 （R）は地中温度 （t）と

共陀減少し，近似的に

R＝βーαt

1.tる式にて与えられるととが分る．今各基繰

についてその温度係数αと， Rの一年間較差

JRの割合JR/R，及び tの範囲とを示せぽ共

衰の如くである．（但し今の場合No哨のRに

対しては観測所構内の 2mQJ地申温度，及び

α AR/R t 

No・78 8.5 27% 13°c～20。c

Eo・E 11.3 32% 9。c～24°c

No・2 15.0 40% 9。C～24°c

Eo・1 No・1に対しては同じ〈 lmの地中温

度を以て夫々対応せしめたが，とのととは適

切で泣い．）能登氏の実験併ではt：ー0.5＇。C～

25°Cの問、でRー仇曲線は時々双曲線と怠って

いるが，との場合それとはやや趣きを異にす

る（克もとの場合tの範囲が小さいととに検

討の余地があるが．）い守れにしてもとの抵抗

Rの温度tによる変化は，地銀の周囲の電解

質博液の電気伝噂鹿が温度tと共に増JJUする

ととに起因すると考えると定性的にはとの傾

向を説明するととが出来る．
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b) 接地抵抗に及Iます降水の膨響

降水に対Lては普通の場合，大して急：散1:t変化は認められ1:tいが， Fig.2 (a）陀会ける 9月

）~至 10 月頃の如く多量の降水に対しては抵抗の値に馨しい変化が見られる・ 即ち或一定盤以上

の降水量に対しては一般に抵抗値の減少が認められる．以下1947年8月4 月，及び1悦8年 8

月～9月，陀j;:-ける降水量及び抵抗の観測値について越ぺる.Fig. 4には接地抵抗の測定値とその

Fig. 4. (b) 
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当日及びそれ以前に会ける降水量（毎

日 10時に会ける観都町血）と，その量の

制~nの鋭機を図示した．

とれによると 100.血血球いはそれ

以下の仲地に対しては各基線とも殆

ど変化は隠められたい｛1947年8月五

ぴ 1倒8年8月｝が，連日降水の後そ

の総量が 1助国n.程度に建すると，

2.Sm附近（E1ふ Ne・？Ii）に沿いて

は金撚変化は現れ1:tくても O.Sm(ec.1)

乃至 1.0m附近 （Eo・t. No.1) t乞沿

いては著しく披少しているととが認め

られる.1947年9月 15自の抵抗値が

それで；地表に近い地銀程減少が茜し

い．その後更に筑肋im.以上の降水

の後，同月 17闘に測定した結果を見

るに，深さ 1.0m(E11・t.No・1）及びモ

れよ b地疫に近いものは上昇して既花

回復を開始し．而も刻威商に近いもの

程上昇の程度が大である．とれに反し
伺 .u.. ., ...畠”s・31I 瓦云云子面＇忌，，て"ilul• ＂＂ ，，岬”－

O"j-J9UJ. .Se/" Sep..1948. て 2.Sm程度のもの（E1ふ No・78）は

その頃にたって滅少しているととが分る． とれば雨水の地中浸透の程度による変化の位相の遡

れと思われる・とれと金〈同じ傾向を 1倒8年9月 16日～19の観測結果に見るととが問来る・

以上を要約して大休失のととが結諭される．

1) 一般に降水に対しては接地抵抗・は棋少する．

到 降水 lOOmm程度に対Lては（少〈とも） O.Smより深い部分に沿ける接地抵抗には変佑

は1:tいが， 散日間連続した降akの後 lOOmm程度に越すると lm位までの深さに沿いて
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は接地抵抗は鹿化を受ける．｛卸ち減少す:Q.）との場合2.Sm程度の探さでは術劇協受け

注い．

3) 降水が止み，地中に浸透した雨水の通過しi降った後においてモの部分の接地抵抗は回復（上

昇）する傾向にある．

以上は降水に対する接地抵抗の密化の概要であるが，その原因としては浸透した雨水による地

銀附近の温度の変化，或いは雨水tr:よる電極周囲の電解質帯構の温度，従ってその電気伝穆度の

変化等種々の要識が考えられる．叉雨水中に含有される耳鳴物等の影響も考えられるが， とれは

とれに闘する雨水観測の結果からは殆Eモの関係は見られたい． これらの観測結果に対する酵細

tr.考察は戎の機会に髄りたいと思う．

以k接地抵抗測定の結果についてその大要を報告するに止めた．態りに繊み態始御敬示を賜った

吉挫隆三郎技官に探〈感謝の意を表ずるもの守あ.？＞.


